
閉める 

バルブ部 
商品の機能が十分に発揮されるように､この施工説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。 
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TH655型 

安全上の注意 

部品の確認 

バルブ部は絶対に分解しないで 
ください。 
特殊組立をしておりますので、破損します。 

バルブ部を取り外す際は、必ず止 
水栓または元栓を閉めてから行っ 
てください。 
湯水が噴き出して、やけどや家財などを 
ぬらす財産損害発生のおそれがあります。 

注意  

分解禁止 

必ず実行 

このバルブ部はシングルサーモ混合栓用です。 

取替方法 

同
梱
部
品 
1 旧バルブ部の取り外し 
①インデックスとリングを外す。 

インデックス 

セラミックバルブ 

リング 

止めねじ 

座金 

レバーハンドル 

ハンドルカバー 

スリップディスク 

②止めねじ、座金、レバーハンドル 
　を外す。 

③ハンドルカバー、スリップディス 
　クを外す。 

④カートリッジ押えを反時計回りに 
　回し、取り外す。 

⑤インデックスガイド、樹脂ブッシュ 
　セラミックバルブ、パッキン、ガ 
　イドリングを外す。 

注 意 
カートリッジ押えを取り外 
す際、水栓本体を別売の本 
体締付保持工具（TZ36） 
で固定してください。 

2 新バルブ部の取り付け 

①水栓本体内部に異物がないことを 
　確認する。 

②レバーの封印（テープ）を外さず 
　に切り欠き部の方向性に注意しな 
　がらバルブ部を取り付ける。 

注 意 

注 意 
●カートリッジをポリ袋から 
　取り出すときは、必ずケー 
　スを持ってください。 
 
●カートリッジ下面のパッキ 
　ンとガイドリングが外れて 
　いないか確認してください。 

ガイドリング パッキン 

ガイドリング 

本体締付保持工具 
（別売：TZ36） 

セラミック 
バルブ 

樹脂ブッシュ 

インデックス 
ガイド 

カートリッジ 
押え 

パッキン 

異物がない 
ことを確認 

封印 
（テープ） ケース 

樹脂ブッシュ 

封印（テープ） 

インデックスガイド 

裏面へつづく 

切
り
欠
き 

切
り
欠
き 

大 

小 パッキン 

ガイドリング 
（3個） 

カートリッジを水栓本体に組み込むまでは、決して 
封印には触れず、レバーを動かさないでください。 
レバーを動かすと十分にすり合わせをしたセラミッ 
ク板が離れ、止水不良の原因となります。 



注 意 
●カートリッジ押えを取り付ける際、水栓本体を 
　別売の本体締付保持工具（TZ36）で固定して 
　ください。 
●取付完了後、レバーの封印（テープ）を外して 
　ください。 

インデックスガイドを指でおさえながらカートリッジ押え 
を手締めし、セラミックバルブとインデックスガイドの位 
置決めがずれていないことを確認したあと、強く締め付け 
る。 

締める 

カートリッジ押え 

インデックス 

リング 

止めねじ 

座金 

レバー 
ハンドル 

ハンドル 
カバー 

スリップ 
ディスク 

スパウト 

⑥インデックスとリングを取り付け 
　る。 

⑤止めねじ、座金、レバーハンドル 
　を取り付ける。 

④ハンドルカバー、スリップディス 
　クを取り付ける。 

点検項目 

取り付けが完了したあと、次の項目を確認してください。 

インデックス 
ガイド 

6

カートリッジ 
押え 

3

ハンドルカバー 5

レバーハンドル 4

傷・ごみかみ 
詰まり 

2

注 意 
スリップディスクを必ず入 
れてください。 

水漏れがないか確認してください。 

パッキン、ガイドリングは入っていますか？ 1

傷、ごみかみ、詰まりはありませんか？ 2

カートリッジ押えは十分に締め付けてい 
ますか？ 

3

水漏れの確認 

「新バルブ部の取り付け」参照 － 2

1

1

3 カートリッジ押えの取り付け 

4 レバーハンドルの取り付け 

「カートリッジの取り付け」参照 － 3

ガタツキがないか確認してください。 

レバーハンドルがガタついていませんか？ 4

ハンドルカバーとスパウトが当たってい 
ませんか？ 

5

インデックスガイドがずれていませんか？ 6

ガタツキの確認 

「レバーハンドルの取り付け」参照 － 4

再生紙を使用しています｡ 

「新バルブ部の取り付け」参照 － 2

本体締付保持工具 
（別売：TZ36） 

パッキン 

ガイドリング 
（3個） 


